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1．はじめに
　古代東ユーラシア研究センターでは研究プロジェクト「古代東ユーラシア世界の人流と倭国・
日本」の主な研究対象である「ベトナムなどの周縁国からの来日外国人とその伝来文化」、「中世・
近世における来日外国人の伝来文化」を推進するため、平成 29 年 12 月 26 日（火）～ 12 月 30 日（土）
にベトナムでの調査を行った。
　主な調査地は、ベトナム中部のクアンナム省ホイアン市周辺と、ベトナム北部中央直轄市のハ
ノイ周辺の両地域であった。ホイアンは、16 世紀に日本の商人たちが日本町を形成したとされ
ており、肥前磁器の出土や日本の建築様式が取り入れられた民家などが多く残っている。またハ
ノイ周辺は、紀元前後より政治・文化の中心であり、現在も発掘作業を行っている。調査のほか、
ベトナム国家大学人文社会科学大学ハノイ校に訪問し、同大学の東洋学部および歴史学部との意
見交換などもおこなった。
　以下に、今回の調査内容とその成果を日程ごとに述べていきたい。なお今回の報告では、紙幅
の関係・時間の制約上、調査したすべての遺跡・資料をあげることはかなわなかった。あらかじ
め、上記の点をご容赦いただけたら幸いである。
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2．調査内容と成果
【1】12 月 26 日（1 日目）
成田空港（9:30 発）→ホーチミン空港（14:05 着）→ホーチミン空港（16:30 発）→ダナン空港（17:50
着）→ホイアン市内・ホテル（19:00）
【2】12 月 27 日（2 日目）
ホイアン市内・ホテル（9:00 発）→ミーソン遺跡（10:00 ～ 12:00）→ミーソン遺跡・資料展
示室（12:00 ～ 13:00）→ホイアン歴史地区（15:00 ～ 18:00）→ホイアン市内・ホテル（20:00）
・ミーソン遺跡
　ミーソン遺跡はチャンパー（占城）王国の宗教的な聖地として、レンガ造りの建造物が建設さ
れている。ミーソン遺跡は A~H の区画に分かれていて、今回は B ～ D、G、H グループと展示
資料室で調査をおこなった。
　4 世紀後半以降、チャンパーの王がヒンドゥー教の神であるシヴァ神を祀る木造の祠堂を建造
したことにより始まる。7 世紀以降、祠堂はレンガで建造されるようになったとされ、現在では、
8 ～ 13 世紀末までに築かれた建造物の遺構が残されている。
専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 4 号　2018 年 3 月〈 193 〉
 
　写真１　首の破壊されたシヴァ神像 B 地区
　首のないシヴァ神像の首部には、歴代の王の頭の像が設置されていたという。
レンガ建築は接着剤を使わずに積み上げられている部分もある。また、屋根もレンガを積み上げ
て造られていてアーチにはなっていない。レンガは日干しレンガではなくきちんと焼しめられた
レンガを用いているが、時代により製法や材料が異なるという。
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写真 2：グループ C 祠堂の外観
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 写真 3　建造物レンガ積み上げ部分　
　その他、遺跡中に女性を象徴するヨニと男性を象徴するリンガなど、ヒンドゥー教色の強い遺
物が多く残されていた。
 
写真 4　ヨニとリンガ　（台座部分がヨニ、凸部分がリンガ）
　現在、ミーソン遺跡は発掘と修復・保存活動が行われており、その成果は展示室で見ることが
できた。
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写真５：展示室外観
・ホイアン歴史地区
　ホイアン歴史地区では、ホイアン歴史文化博物館、貿易陶磁博物館、サーフィン文化博物館、
ホイアン日本町と来遠橋（日本橋）を見学した（地図１参照）。
 
地図１　17 世紀の居住域（九州国立博物館編『大ベトナム展　公式カタログ　ベトナム物語』（2013 年）より。）
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写真６：ホイアンの様子
　ホイアン歴史博物館は古代から現代までにホイアンで出土した遺物や日用品などが展示され、
ホイアンの生活や歴史がわかる構成となっていた。
 
写真７：ホイアン歴史博物館・外観
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　貿易陶磁博物館では、主にホイアンにおいて出土した陶磁器が展示されていた。遺物のなかに
はベトナム磁器のほか、日本との交易関係を示す 17 世紀中盤以降の作とみられる肥前磁器や 17
世紀前半以降の中国産磁器（景徳鎮民窯、福建・広東民窯系）がみられた。その他、イスラーム
陶器片、ガラス製品やその破片もみられ、交易の中継地として繁栄したホイアンの様子を感じる
ことができた。
写真８：陶磁文化博物館外観
　サーフィン文化博物館では、午前中に見学したミーソン遺跡の遺物と比較しながら、主に鉄器
や甕棺、装飾品など数多くの展示品を調査することができた。ホイアン市郊外では紀元前 3 世紀
ころから後 1 世紀のサーフィン文化の甕棺墓遺跡が数多く存在する。また、中国南部出土の遺物
と類似するものもあり、両者の交流があったと考えられている（注 1）。
貿易陶磁博物館とサーフィン文化博物館はともに 18 世紀の古民家の一部（商家）を博物館とし
て利用しており、当時の民家の構造や住空間も併せて調査することができた。
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写真９：サーフィン文化博物館
　最後にホイアン日本町の中の来遠橋（日本橋）を調査した（地図１参照）。この橋は 1593 年に
日本人により建造され、橋内部には寺院も存在する。また、橋の両端には申と戌の像があり、こ
れは申年に建造が始まり戌年に橋が完成したことに由来しているという。
　その他、華僑の廟や会館などに多くの碑文史料などが存在するが、今回は調査することができ
なかった。今後に期待したい。
【3】12 月 28 日（3 日目）
ホイアン市内・ホテル（9:00 発）→ダナン空港（11:20 発）→ハノイ空港（13:00 着）→タン
ロン遺跡（14:30 ～ 17:00）→ハノイ市内・ホテル（17:30 着）
・タンロン遺跡
　タンロン遺跡は 7 世紀から今日まで政治・文化の中心であり、中国やチャムパー王国の影響を
受けた遺物、それを受容し改変していったベトナム的な遺物や近現代の遺物など、長期間に渡る
文物が出土している重層的な遺跡である。
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写真 10：タンロン遺跡外観
 
　地図２：タンロン王城（西村昌也『ベトナムの考古・古代学』（同成社、2011 年）より）
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　タンロン王城は 11 世紀にこの地を都に定めた李朝が名付けた名称で、それ以前の 8 ～ 9 世紀
の安南都護府時代などは総称して「大羅」と呼ばれていた（注 2）。李朝以降、各王朝の王都と
して 19 世紀初頭までこの地が政治・文化的中心地として機能していた。
　タンロン王城の博物館には、主に７～ 16 世紀にかけての瓦や陶磁器などの資料が多く収蔵さ
れていた。
・ホアンジウ通り 18 番地点
　2002 年、新しいベトナム国会議事堂建設中に 7 世紀にさかのぼる考古遺物が発見され、緊急
発掘が行われた。
 
写真 11：ホアンジウ 18 番地点発掘現場
　その結果、王族の象徴である 5 本指を持つ龍や鳳凰が象られた屋根の飾りや菩提樹とブッタを
象ったタイルなどが出土し、壮大な建造物があったことが推定されている。また、遺物の年代も
7 ～ 19 世紀に及び、かつベトナム、中国、日本、東南アジア、西アジアに起源をもつものが出土し、
文化交流の中心地であったことも想定されている。
　その他、地層は 7 ～ 19 世紀のものが重層的に観測でき、長期間に渡りこの地で生活していた
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こともわかった。また、建築材として使用された石材、基礎、井戸、溝跡なども確認できた。遺
物については、博物館でも調査を行った。
 写真 12：ホアンジウ 18 番地点発掘現場の石材
 
写真 13：ホアンジウ 18 地点発掘現場　井戸
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【4】12 月 29 日（4 日目）
ハノイ市内・ホテル（8:00 発）→ベトナム国家大学人文社会科学大学ハノイ校（8:45 着）→
人文社会科学大学学長 Pham Quang Minhsi 氏との面談（9:00 ～ 10:00）→東洋学部・歴史学
部との面談（10:00 ～ 11:30）→ルイロウ遺跡（15:00 ～ 17:30）→ハノイ市内・ホテル（20:00）
・ベトナム国家大学人文社会科学大学ハノイ校
　ベトナム国家大学人文社会科学大学では Pham Quang Minh 学長と意見交換を行ない、学術交
流を推進し深めていくことを確認した。
 
写真 14：握手を交わす Pham Quang Minh 氏と専修大学文学部土生田純之研究員
　その後、同大学の東洋学部及び歴史学部の教員と意見交換を行ない、その後図書室と歴史学部
考古学科が発掘した資料を中心とした大学博物館を見学した。2013 年に亡くなった、ベトナム
考古学者・西村昌也氏の蔵書も同大学に寄贈されていて、学生たちが利用していた。大学博物館
は、授業でも活用されていた。
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写真 15：ダン・ホン・ソン氏と専修大学文学部土生田純之研究員
・ルイロウ遺跡
　ルイロウ遺跡は、紀元前 111 年に前漢武帝がこの地にあった南越国を攻略し、その旧領地に 9
郡（南海・蒼梧・鬱林・合浦・交趾・九真・日南・珠厓・儋耳）を設置し、それらを統括する交
趾刺史部を置いた（注 3）。これにより、漢が郡県支配を行うことになる（注 4）。その交趾郡治
の所在の１つと推定されるのが、このルイロウ遺跡である（地図３参照）。
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地図 3：交趾郡治・ルイロウ遺跡の位置図（1/100.000）（黄暁芬編著『交趾郡治・ルイロウ遺跡 2―2014-15
年度発掘からみた紅河デルタの古代都市像―』（フジデンシ出版、2017 年）より）
　今回は地図３の A（ルイロウ城跡）と G（ルイロウ墳墓群・清姜墓区 M31）を発掘担当者のダン・
ホン・ソン氏（ベトナム国家大学人文社会科学大学ハノイ校歴史学部准教授）とともに調査した
（写真 16・17）。両地点ともに、現在は畑になっていた。
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写真 16：ルイロウ遺跡 A 地点
 
写真 17：ルイロウ墳墓群・清姜墓区 M31 の墳丘
　発掘状況は現在整理中であり、今後正式な発掘報告が出版されることを期待したい。
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【5】12 月 30 日（5 日目）
ハノイ市内・ホテル（5:30 発）→ハノイ空港（8:30 発）→羽田空港（15:15 着）
注
（注 1）　菊池誠一『ベトナム日本町の考古学』（高志書院、2003 年）参照。
（注 2）　西村昌也『ベトナムの考古・古代学』（同成社、2011 年）参照。
（注 3）　黄暁芬編著『交趾郡治・ルイロウ遺跡 2―2014-15 年度発掘からみた紅河デルタの古代都市像―』
（フジデンシ出版、2017 年）参照。
（注 4）　西嶋定生『中国の歴史２　秦漢帝国』（講談社学術文庫、1997 年）参照。初出は、西嶋定生『中
国の歴史２　秦漢帝国』（講談社、1974 年）。
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